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第二期大阪府がん対策推進計画アクションプラン （がん検診の充実）
主体 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

支援市町村
の拡大

検診不足地域毎
の解決案の作成
→受診機会の統

内視鏡検診についての
実態把握・手法の検討

国が内視鏡検診についての
ガイドラインを公表（予定）

職域への具体的アプローチ調査実施・結果分析・協力依頼職域への調査方策検討
職域について、保健所地域・職
域協議会での議論可否検討

対象者名簿活用
市町村へ働きかけ

市町村組織型検診
実施状況調査

重点対象者層の
設定・部会了承

市町村への働き
かけの方法検討

重点対象者層の周知
市町村への働きかけ

重点対象者層の周知
市町村への働きかけ

結果報告用紙の
あり方・活用法の検討

ネットワーク協議会の活用

◆２６年度提案内容の取組評価

◆地域毎の解決案の実行に

向けた調整

（27年度以降、精度管理Cが

地域別に順次フォロー）

ネットワーク協議会の活用
◆一次検査機関不足地域の解消

に向けたアプローチ

府内市町村での
統一化を目指した
様式モデルの完成

市町村毎の課題を
明らかにし技術支援

（例：Ⅹ市町村）

市町村毎の課題を
明らかにし技術支援

（例：Ｙ市町村）

市町村への継続支援

（例：Ⅹ市町村）

ネットワーク協議会の活用
（地域へのアプローチについて

既存の社会資源を活用）
◆精検・治療で転院を繰り返しても、病院

間で、市町村がん検診受診者である旨

を引継ぎ、治療結果を市町村へ報告する

ルール浸透

◆ガイドラインを遵守した診断の徹底

◆一次機関不足地域については、地域毎

に解決案を提示

⇒拠点病院が受け皿となる

⇒結核検診機関を活用した受け皿拡大

⇒車検診が必要な検診部位の検証

研修会等による
ⅩY市町村への
取組実績のＰＲ

市広報等による
取組効果の周知

（統計資料の作成支援）

精度管理システムを
活用し、市町村毎に
成績分類し、周知

市町村毎の課題を
明らかにし技術支援

（例：Ｚ市町村）

市町村への継続支援

（例：Ⅹ市町村）

市町村への継続支援

（例：Ｙ市町村）

精検・治療結果が
市町村へ報告される

ルールの浸透

◆市町村担当者の追跡業務に

要する負担の軽減

◆精度管理作業の迅速化

指導・助言方法の確立

◆標準方式の策定

◆個人情報保護提供の法的整理

◆がん登録データ活用事業の

一般化

◆組織型検診体制の精度管理

部門における体制確立 一次検診機関用
自己チェック

マニュアル作成

検診機関の
検診技術の
精度向上

一次検診機関が
自己チェックによる
精度管理を実施

市町村がん検診
精度管理

（マネジメント）向上
一次検査機関へ

個人別の
精密検査結果送付

全市町村が、がん検診事業
について、自ら地域診断でき
る環境の実現

精度管理が
今なお不充分な
市町村へ注力

市町村が自ら
地域診断できるよう

側面支援

一次機関の医療圏別キャパ調査

Ｈ２５年度 一次： 胃（X線・カメラ） （指針改定準備）

精検： 大腸内視鏡

Ｈ２６年度 一次： マンモ（全域）

精検： コルポ

精検機関の医療圏
別での把握に向けた

調査内容の検討

関係機関との調整

調査実施
とりまとめ

組織型検診体制整備
全市町村で

コールリコール実施

◆全部位実施ではない

◆府設定の重点層への勧奨

◆クーポン事業での実施も対象

関係機関への
働きかけ

市町村への
働きかけ

受診機会の確保策
（受診率向上に貢献）

様式を統一することによりどこ

の検診機関でも受診できる環

境の足掛かり

高齢者の検診のあり方
の検討開始

高齢者の検診のあり方
の方向性をまとめる

市町村や関係機関に対する周知など、必要な事項は
がん検診・診療部会でオーソライズを得る

関係機関との調整

研修会等による
Ⅹ市町村への
取組実績のＰＲ

成績分類の見直し等
（取組効果の検証等）

支援市町村
の拡大

導入市町村の
モニタリング

がん検診・診療部会
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第二期大阪府がん対策推進計画アクションプラン  (肝炎肝がん対策の推進)
主体

府委託医療機関方式
フォローアップ開始 府委託医療機関方式における

フォローアップ事業の評価
【精検受診率把握と目標達成】

治療完遂率向上に向けた
取組方策の検討

府委託医療機関方式
【治療完遂率の向上】

府委託医療機関方式
H20～23年実施分追跡ﾌｫﾛｰ

受診啓発用ポスター
リーフレット原稿作成

院内掲示実施に向けた
医師会等調整

調剤薬局掲示実施に向けた
薬剤師会等調整

ネットワーク協議会
への紹介・普及依頼

ウイルス検診の受診機会の確保
【累積受診率の向上】

専門機関を医療圏別に
リスト化し府ＨＰ公表

ハイリスク層の設定
効果的な受診勧奨方策検討

ハイリスク層の設定
効果的な受診勧奨方策検討

専門医療機関の治療状況
紹介状況等調査項目検討

医師会等
協力調整

府と拠点病院が協働する
「場」設置（協議会活性化）

専門医療機関実態調査
実施・とりまとめ

拠点病院と専門機関の
連携フレーム検討

肝炎治療の均てん化
【標準治療の推進】

専門機関の評価方法の検討
（定期調査方法、基準見直し）

専門機関の医療圏毎の
量的確保状況の検証

具体的取組実施
（肝炎医療の牽引）

精検受診者のその後の
状況把握の向上（不明率の改善）

地域連絡調整機能の充実
（※肝炎フォローアップ指針）

市町村事業（フォローアップ）
実態把握・とりまとめ

市町村毎に指標を可視化
（地域課題の明確化）

効果的な取組事例等
市町村へフィードバック

保健所を通じて市町村へ
フィードバックする仕組み検討

府・成人病Ｃ医師による
技術支援（分析支援等）

市町村への調整機能
高度専門性にたった支援

地域連絡会議開催における
課題検討

市町村への取組支援

取組についての
中間評価

◆保健所機能

◆市町村の指標
改善状況

◆府・保健所・
市町村の
役割分担

次の方策
検討

肝疾患ネットワークに

おける医療機能把握

調査状況の確認

※おおさか肝疾患ネッ
トワーク冊子掲載

これまでの取組につ
いて、ネットワーク協
議会の活用して、地
域への普及を図る

国の最新の治療法動向把握と
肝炎専門医療機関の在り方検討

次の方策
検討

肝炎肝がん対策部会
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第二期大阪府がん対策推進計画アクションプラン  がん医療の充実（緩和ケアの普及）
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主体 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

大
阪
府
・
部
会

拠点病院現況報告の
内容精査

関係団体と連携した普及啓発方
策の検討
（ｵﾚﾝｼﾞﾊﾞﾙｰﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等との連
携、メディアリリース等の検討）

国プログラムに準拠した研修会の実施体制の検討
（医療圏毎の状況把握と検証含む）

普及啓発方策の検討

（適宜）

チーム研修会等の実
施

チーム医療の推進、研修会の
質の維持向上のための取組

チーム研修会等の実
施

チーム研修会等の実
施

チーム研修会等の実
施

チーム研修会等の実
施

二次医療圏毎の状況に即した
チーム医療を担う人材の育成

単位型・一般型等の開
催形態や、募集方法等
についての課題検討

計画の最終評価のため、
普及啓発の評価手法の検
討含む

すべてのがん患者・家族への診断された
時点での正しい緩和ケアの知識の普及
浸透

外来において緩和ケアを継続して受けること
ができる体制の整備

二次医療圏毎の拠点病院と地域医療機関の
連携のための仕組みの構築

緩和ケアセンター体制の
検討

実態把握方策、地域医療機関・薬局
等との連携方策等の検討

地域医療機関・薬局等を活用した普及啓発

実態把握及び今後の取組の検討

府、部会、緩和ケアセンター、
連携協議会において検討

（緩和ケアセンターの
設置） 二次医療圏毎の状況に即した

チーム医療を担う人材の育成
提供体制や人材育成等について、
ネットワーク協議会へ提言

二次医療圏毎のネットワーク協議会等における検討
（普及啓発方策、研修会の実施体制等の検討，医療圏内の情報の伝達・共有化）

緩和ケア研修会の開催、協力、参加

拠点病院を活用した普及啓発
（広報や診断時からの情報提供等）

緩和ケア研修会への参加

国指定拠点病院における、がん診療に携わ
るすべての医師の緩和ケア研修の修了

緩和ケアセンターの体制・機能については、国の
方針を受け決定していく予定。

府民全体へ、正しい緩和ケアの

知識の普及浸透

ｵﾚﾝｼﾞﾊﾞﾙｰﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄや各関係団体との
連携について、適宜検討しながら方策を
推進していく。

医療圏毎の状況
に即した体制の検
討

緩和ケア推進部会
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第二期大阪府がん対策推進計画アクションプラン  がん医療の充実（在宅医療体制の充実）

主体 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

緩

和

ケ

ア

分

先

行

実 態 の 把 握

医療従事者や
介護従事者と
地域における

勉強会・研修会
の実施

かかりつけ医・在宅療養支援診療所・

訪問看護ステーション・

地域包括支援センターの連携充実

効果的な取組み

を行っている

地域における

取組みの普及・浸透

医療従事者や
介護従事者と
地域における

勉強会・研修会
の実施

医療従事者や
介護従事者と
地域における

勉強会・研修会
の実施

医療従事者や
介護従事者と
地域における

勉強会・研修会
の実施

医療従事者や

介護従事者と

医療の勉強会

の実施

緩和ケアパス等
の地域連携

クリティカルパス
の活用

がん対策基金によるモデル事業

在宅療養支援

訪問看護ステーションの活用

専門的ながん医療や

医療用麻薬の
適正使用に関する

知識習得

二次医療圏の

在宅医療を支

援する診療所

の協力リスト

の作成・共有

治療再開時や

急変時の再

入院への速や

かな対応を図
っていく

退院前から
かかりつけ医

をはじめとす
る関係機関に

よるカンファレ
ンスの実施

退院直後から
住み慣れた家庭
や地域で質の高い
療養生活を受けられ
る環境整備に努める

地域の在宅医療
に関する
情報共有

医療・介護の連携

モ

デ

ル

医

療

圏

の

抽

出

チ

｜

ム

医

療

の

拡

大

各医療圏における

取組み状況の確認

在宅医療に係る
地域連携の推進
に向けた課題

検討するための
仕組みの構築

在宅医療体制の実態の把握

・ 外来化学療法の実態、問題点

・ ターミナルケアの現状、問題点

在宅医療について、正しい理
解を促していく。

がん対策基金によるモデル事業

在宅療養支援

訪問看護ステーションの活用

二次医療圏毎のネットワーク協議会等における検討

在

宅

医

療

や

在

宅

介

護

に

つ

い

て

の

相

互

理

解

を

深

め

る

拡 大

拡 大

拡 大

がん対策基金によるモデル事業

在宅療養支援

訪問看護ステーションの活用

がん対策基金によるモデル事業

在宅療養支援

訪問看護ステーションの活用

緩和ケア推進部会


